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スポンジゴム配合について(7)

［発泡剤 ADCA/発泡助剤 BKについて］

発泡剤 ADCA( アソ｀• ジカルボンアミド）は単独の分解

温度が200℃前後であるが，酸化亜鉛， ステアリン酸亜

鉛，尿素や PZ,BZなどのジチオカルバミ、ノ酸亜鉛系

加硫促進剤などの存在下において，分解温度が低下し，

ゴムの加硫湿度付近で分解する事が報告されている n,

先に, EPDMスボンジゴム配合における発泡剤 ADCA

の変量効果について紹介したl, 今回は， ADCAと発泡

助剤 BK(尿素）との併用効果について紹介する．

表 1に示す配合に基づき， ADCAを 0~5phr及び

BKを 0~4phr変量した場合のムーニースコーチ試験

結果を表 2及び表 3に示し， レオメータ加硫曲線を図

1~4 iこ示す. BK単 独(ADCA不在下）（配合 No.2)で

Ii BKが加硫促進助剤となり加硫速度を速めトルク値

が向上する， ADCA単独(BK不在下）では加硫速度が

若干遅くなる傾向を示すが， ADCA/BKの場合には更

にスコーチタイム (t5)及び加硫速度の著しい遅れが認め

られる．これは発泡助剤 BKの併用により ADCAの分

解が早まり，その分解副生成物による影響と考えられる．

実 験

1. 配合

表 1

EPDM1 

ステアリン酸

酸化亜鉛

FEFプラック

重質炭酸カルシウム

パラフィン系オイル

吸湿剤 (CaO)

ノクセラー PZ

ノクセラー BZ

ノクセラー M

ノクセラー TRA

硫黄

発泡剤 ADCA2l
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1) 中飽和度，プロピレン含量47, ムーニー粘度38

(ML,H 100℃) 

2) アゾジカルボンアミド， ビニホール ACH LQ(永

和化成）

3) 尿素

表 2 BKのムーニースコーチに与える影響

No. 
ADCA 
(phr) 

BK 
(phr) 

ムーニースコーチ試験ti

V
 
m
 

（益恥 （心3iぶ）
無添加 22 5,7 8.7 --------~------------c---------J _______ J ___________ 1 ___________ _ 

2 2 I 22~4.5 7.1 
------------

. ← --一-・------―----------------
3 5 21 6.8 11.3 

4 5 0.5 21 5,0 11.4 

5 5 I 23 4.6 13.6 

6 5 2 23 4.6 12. 7 

7 5 4 22 4. 7 .J 1.9 

1) JIS K 6300に準拠 ML-,,125℃ 

表 3 ADCAのムーニースコーチに与える影響

No. 
ADCA 
(phr) 

BK 
(phr) 

ヽ ム ニースコーチ試験JI

ts 
(min) Iはrn)

BK不在下

無添加 22 5,7 8,7 
-------------------- ----―--- ー一～← “~ ← - - - - - ------------

3 5 21 6,8 11.3 

8 10 21 6.5 11.7 ， 15 21 7 .3 13.9 

10 20 21 7 ,5 16.1 

BK存在下

2 2 22 : 4.5 7.1 
： 

6 5 2 23 4,6 12. 7 

11 10 2 22 18. 7 27.1 

12 15 2 22 27 ,0 >35.0 

13 20 2 20 41.1 >50,0 

1) JIS K 6300に準拠 ML_,,125℃ 
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• 2 . 4 
加硫時間（分） 1 5 0℃ 

図 1 BK及び ADCAの加硫挙動
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紹 介

次回，発泡倍率（比重）について紹介する．
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図 2 BKの加硫挙動 [ADCA5 phr配合］（図中の数字：iBKの配合量を示す）
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図 3 ADCAの加硫挙動 [BK不在下J(図中の数字は ADCAの配合量を示す）
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図 4 心叩Aの加硫挙動 [BK存在下 2phr配合］（図中の数字は ADCAの配合量を示す）
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